
仙台メビウス通信 №35 仙台メビウス通信 №35

 

　

若
林
区
沖
野
中
河
原
町
内
会
の
氏
家
敏
夫
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
氏
家
さ
ん
は
町
内
会
長
を
務

め
な
が
ら
長
き
に
わ
た
り
推
進
員
と
し
て
活
躍
し
、

今
年
７
月
に
は
推
進
員
を

１０
年
以
上
継
続
し
た
方
に

贈
ら
れ
る
、
ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
永
年
勤
続
表
彰

を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
家
さ
ん
が
推
進
員
に
な
っ
た
の
は
平
成
16
年
。

当
時
、
町
内
で
も
初
め
て
の
推
進
員
だ
っ
た
の
で
、

役
割
も
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

「
推
進
員
を
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
頑
張
ら
な
い

と
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
環
境
局
で
開
か
れ
る
学

習
会
や
施
設
見
学
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ご

み
に
対
す
る
知
識
や
分
別
の
重
要
性
を
学
ん
で
い
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
自
身
の
経
験
か
ら
、
他
の
推
進

員
に
も
学
習
会
や
施
設
見
学
会
に
で
き
る
だ
け
参
加

す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
推
進
員
や
町
内
会
役
員
も
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
や
集
積
所
の
問
題
に
意
欲
的
で
す
。

「
町
内
の
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
秘
訣
」
と
語
る
氏

家
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
推
進
員
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
る
そ
う
で
、
「
自
由

に
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
責
任
は
私
が
と
り
ま
す
。
」

と
、
推
進
員
を
激
励
し
ま
す
。
そ
う
し
て
推
進
員
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
動
き
や
す

い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
で
、
氏
家
さ
ん
が
特
に
お

願
い
し
な
く
て
も
、
集
積
所
の
見
回
り
、
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
役
員
会
で
の
提
案
な
ど
、
積
極

的
に
動
い
て
も
ら
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
の
活
動
で
は
、
若
林
環
境
事
業
所
か
ら
講
師

を
招
き
、
町
内
で
ご
み
の
分
別
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
他
の
推
進
員
の
方
々
の
提
案
や
協
力

に
よ
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
の
募
集
チ
ラ
シ
や
分

別
講
座
の
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
町
内
独
自
に
作

成
し
た
そ
う
で
す
。
町
内
全
体
に
や
る
気
が
広
が
っ

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

●　編集・発行　仙台市環境局廃棄物管理課

●　電　　　話　２１４－８２２７

こんにちは推進員さん  

平成27年度クリーン仙台推進員委嘱式・表彰式を開催しました 

仙台市環境局からのお知らせ

活動報告書の集計結果をお知らせします 

１Ｐ

２Ｐ

２～４Ｐ

４Ｐ

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」
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こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

人
を
育
て
る
町
内
会
づ
く
り

沖
野
中
河
原
町
内
会

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

　

集
積
所
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
「控
え

て
下
さ
い
」
と
い
う
角
が
立
た
な

い
や
わ
ら
か
い
言
い
方
に
し
て
い

る
そ
う
で
す　

　クリーン仙台推進

員の活動をファイル

で整理。町内のこと

には常に高い関心と

問題意識を持つよう

にしているそうです

▲

▲

○町内会でほかに就いている役職がありますか。

＊役職あり

（環境・衛生担当、副会長、会長、班長 など）

○推進員として活動した感想をお聞かせください。

＊その他の感想

   ・目標とした「五つ星」獲得に向け、町内会・推進　

　　員が一丸となって頑張り、達成でき満足した。また、

　　町内会の意識向上につながった

　・町内会役員との連携に苦慮している

　・全体的に良好なので、特別な活動の必要はなかった

　・1時間以内の作業と決めて会話をしながら取り組んだ

　　ので、活発にできた

　・カラスや猫対策に非常に頭を痛めている

　・市主催の研修会でグループ毎に他の町内のお話が　　

　　聞けたことが、とてもためになった

76％

　推進員の皆さんには、年１回、「活動報告書」により活動状況の報告をいただいております。平成

26年度の活動報告書の集計がまとまりましたので結果をお知らせします。

※提出数920件、％は提出数に占める割合です。

　町内会の何らかの役職を兼任されている推進員が

多いようです。

　活動の感想では、推進員としてのやりがいを感じ

ている方がいる一方で、思ったような活動ができな

かったという方が多いことが分かりました。また、

学習会に対するご意見等もいただきました。

　報告いただいた活動状況は、制度の充実や改善に

向けた検討を行う上での貴重な資料といたします。

25%

6%

36%

16%

8%
9%

①やりがいがあった

②どのように活動したらいい

か分からなかった

③思ったような活動ができな
かった

④時間がなくて活動できな
かった

⑤その他

○活動内容をお聞かせください。

　ごみ集積所の見回り………「行っている」91％

　ごみ集積所の清掃　………「行っている」98％

　まち美化活動　　　………「行っている」77％

　ごみ集積所での分別啓発…「行っている」62％

　不法投棄巡視パトロール…「行っている」61％

　ごみ集積所の改修　………「行っている」62％

　チラシやポスターの作成…「行っている」４３％

　町内会報などへの環境記事の掲載

　　　　　　　　　　………「行っている」51％

　環境に関する勉強会の開催…「行っている」24％

　

   ＊その他の活動

　 ・小学生からクリーンアップに関するポスターを   

       募集し、表彰した

　 ・ごみの分け方や出し方等について、役員・班長  

       会で掲示等をして周知させた　

青葉環境事業所　　２７７-５３００

宮城野環境事業所　２３６-５３００

若林環境事業所　　２８９-２０５１

太白環境事業所　　２４８-５３００

泉環境事業所　　　７７３-５３００

環境事業所の電話番号

クリーン仙台推進員

　今期より新たに推進員になられた方を対

象に「初心者研修」を開催します。　

　対象の推進員の皆さまにはご案内を同封

しておりますので、ぜひご覧ください。

　なお、施設見学会については、初心者研

修の一環として行いますので、ご了承願い

ます。　

問：廃棄物管理課　電話：214-8227

活動報告書の集計結果をお知らせします



　震災後に急増した家庭ごみへの資源物混入率が、その後も増加の傾向にあることから、仙台市では６月から来年３月ま

で、「続・緊急分別宣言!!」キャンペーンを実施し、市民の皆さまにごみ分別の徹底を呼びかけています。特に３Ｒ推進月間に

あたる10月を「秋のワケる強化期間」と位置付け、さまざまな取り組みを行います。

　　◆集積所掲出用のキャンペーンポスターの配布

　　　　集積所に掲示するポスターを、集積所を管理する団体に配布します。

　　◆「あなたの街の集積所拝見します！！」

　　　　環境局職員が集積所で分別を呼びかけます。

　　◆包装削減キャンペーンとの連動

　　　　仙台市内のコンビニ・スーパー等と連携して包装削減を呼びかけます。

　　◆開館20周年記念「葛岡リサイクルプラザ秋のこども祭り」 

　　　　10月14日（水）13時～16時

　　◆「今泉リサイクルプラザ着物フェア」　10月17日（土）～25日（日）

問：ごみ減量推進課　

電話：２１４－８２３０

かんきょうチャレンジコンクール作品募集 ～写真部門～
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き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
仙
台
市
連
合
町
内
会
長

会
副
会
長
の
樋
口
稔
夫
様
か
ら
、
「
ご
み

の
正
し
い
出
し
方
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

と
い
う
問
題
を
通
し
て
、
地
域
で
も
互
い

に
顔
の
見
え
る
関
係
が
生
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
に
多
く
の
皆
さ
ま
が

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、

町
内
会
の
活
動
に
携
わ
る
者
と
し
て
も
非

常
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
推
進
員
の
皆
さ

ま
と
町
内
会
を
は
じ
め
地
域
が
連
携
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
」
と

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
何
ぞ

や
」
と
題
し
て
、
B
U
N
環
境
課
題
研
修

事
務
所
主
宰
の
長
岡
文
明
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
記
念
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
話
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
廃
棄
物

か
ら
有
価
物
を
生
み
出
す
こ
と
だ
と
い
う

前
提
の
も
と
、
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
の

許
可
制
度
や
、
無
許
可
の
業
者
の
問
題
点

を
分
か
り
や
す
く
説
明
。
無
許
可
の
業
者

に
ご
み
の
処
理
を
依
頼
す
る
こ
と
は
不
法

投
棄
と
同
等
の
罪
に
な
る
こ
と
や
、
「
無

料
で
ご
み
を
収
集
す
る
」
と
し
な
が
ら
人

件
費
と
し
て
多
額
の
請
求
を
さ
れ
た
事
案

な
ど
、
無
許
可
の
業
者
に
は
ど
う
い
っ
た

リ
ス
ク
が
あ
る
か
と
い
う
話
に
は
、
推
進

員
の
皆
さ
ん
も
他
人
事
で
は
な
く
感
じ
た

の
か
、
興
味
深
く
聞
き
い
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

7
月
１
日
、
「
平
成
27
年
度
ク
リ
ー

ン
仙
台
推
進
員
委
嘱
式
・
表
彰
式
」
を

仙
台
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
る
２

３
１
９
名
お
よ
び
３
月
に
創
設
さ
れ
た

永
年
勤
続
表
彰
制
度
に
お
け
る
表
彰
者

2
1
0
名
の
う
ち
、
約
５
９
０
名
が
ご

参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
奥
山
市
長
が
各
区
の
代
表

の
方
に
委
嘱
状
と
感
謝
状
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。
「
制
度
が
始
ま
っ
て
20
年
に

な
り
ま
す
が
、
中
に
は
そ
れ
以
上
長
く

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
杜
の
都
の
美

し
さ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
推
進

員
や
メ
イ
ト
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
方
々

に
は
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

2
3
0
0
名
以
上
も
の
方
の
知
恵
や
知

識
が
行
動
に
移
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、

本
当
に
心
強
い
こ
と
で
す
。
人
の
マ

ナ
ー
の
面
で
も
日
本
一
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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平
成
２７
年
度
ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進

員
委
嘱
式
・
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た

クリーン仙台推進員の表彰制度が

創設されて初めての表彰式。5名の

代表の方が市長から感謝状を贈呈

されました▶

◆
生
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
出
前
講

座
で
ご
み
減
量
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

家
庭
ご
み
の
約
3２
％
を
占
め
る
生

ご
み
。
そ
の
減
量
の
コ
ツ
や
、
段
ボ

ー
ル
な
ど
で
堆
肥
と
し
て
資
源
化
す

る
方
法
を
地
域
に
講
師
が
出
向
い
て

説
明
し
ま
す
。

●
対
象 

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
参

加
が
見
込
ま
れ
る
町
内
会
等
の
地
域

団
体
（
申
込
受
付
数
に
制
限
あ
り　

<

先
着>

）

●
実
施
期
間 

9
月
30
日
（
水
）
ま

で●
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
会
場

は
申
込
団
体
で
ご
準
備
く
だ
さ
い

（
所
要
時
間
は
２
時
間
程
度
）

●
受
講
者
の
う
ち
、
仙
台
市
内
に
お

住
ま
い
で
、
段
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、
後
日
送
付

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
に
、
モ
ニ
タ
ー
セ
ッ
ト
を
差

し
上
げ
ま
す

申
：
ご
み
減
量
推
進
課

電
話
：
２
１
４
・
８
２
２
９

　

募集テーマ：「自然と共に生きる」

応 募 規 定 ：おおむね１年以内に仙台市内で撮影した未発表の写真をカラープリントで提出してください（デジタルカメ     

                       ラ可）。１人３点まで応募可。サイズは2L判から四つ切まで。単写真（未加工のもの）に限ります。

対　    　象：15歳以上の方（中学生を除く）

        賞    　：最優秀賞(賞金２万円)、優秀賞(賞金１万円)、特別賞(賞金５千円)

応 募 方 法：仙台市役所本庁舎１階市民のへや、区役所総合案内などで配布する

                      応募用紙（仙台市ホームページからダウンロードできます）を作品の

　　　　　 裏面に貼付して、下記までご応募ください。

応 募 締 切：９月 30日(水)　消印有効

ホームページ：http://www.city.sendai.jp/manabu/kankyo/gakushu

問： 環境共生課　　電話：２１４-０００７

郵送先：〒980-8671　仙台市役所　環境共生課あて　※住所の記載は不要です

◆
環
境
局
が
移
転
し
ま
し
た

　

環
境
局
は
、
8
月
２４
日
に
一
番
町
仮
庁

舎
（
小
田
急
仙
台
ビ
ル
）
か
ら
二
日
町
第

二
仮
庁
舎
（
M
S
ビ
ル
二
日
町
）
へ
移
転

し
ま
し
た
。

●
新
住
所　

青
葉
区
二
日
町
6-

12　

M
S

ビ
ル
二
日
町

●
移
転
部
署　

総
務
課
、
廃
棄
物
事
業
部

（
ご
み
減
量
推
進
課
、
廃
棄
物
管
理
課
、

廃
棄
物
指
導
課
）
、
施
設
課
、
環
境
部

（
環
境
企
画
課
、
環
境
共
生
課
、
環
境
対

策
課
）
※
電
話
番
号
や
F
A
X
番
号
は
変

わ
り
ま
せ
ん

◀講師の長岡文明さん。山形県庁

職員時代から培った廃棄物について

の知識や経験から、リサイクル問題に

ついて教えていただきました

▲昨年度の最優秀賞（テーマは

「杜と水の街に暮らす」）

家庭ごみに含まれる
資源物の割合

資源物のうち、
紙類の混入率

平成26年度　目標　　 平成26年度　目標

48％

38％
32％

25％


